
心理検査等を用いたアセスメント

～いろいろな検査にふれてみよう～

令和５年８月８日

特別支援教育サマーセミナー
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本日の日程

〇 心理検査等を用いたアセスメントⅠ 13：20～15：00

心理検査の概要・心理検査の紹介等

（絵画語い検査，新版ＳＭ社会生活能力検査，WISC-Ⅲ）

〇 休憩 15：00～15：20

〇 心理検査等を用いたアセスメントⅡ 15：20～16：20

（教研式知能検査）
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アセスメントとは

①対象となる人に関する情報を
多面的に収集、分析、解釈することを通して
その人の全体的状態像及び
取り巻く環境を明らかにし

②同時に
アプローチと評価の方針を
その人の環境との相互作用に基づいて
見通していくプロセス
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なぜアセスメントが必要なのか

認知（情報）処理過程において何らかの困難がある場合に

アセスメントによって

個人の能力における強い部分と弱い部分を明らかにし

どのような支援が有効で実施可能であるかを見通す
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対象となる子どもの心理や行動について，理解しよう
とするとき，まず子どもの心身の発達の状態や行動の特
徴を知ろうとすることは最初にしなければならない。

生育歴の聴き取りや行動観察などの他に，さまざまな
心理検査や尺度によって客観的にその状態を示す情報を
得ようとする。こうした情報の収集と分析による査定全
体を「心理アセスメント」と呼ぶ。

心理アセスメントとは
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アセスメントの方法 対話型アセスメント 心理アセスメント 学力アセスメント

・ 本人に話を聞く。他の先生（例：専科）や，保護者から児童生

徒の様子を聞いてみる。

・ 児童生徒のノートや作品をじっくり見てみる。

・ チェックリスト（学力・行動など）をつけてみる。（場合によって

は，他の先生や保護者につけてもらう。）

・ 授業や休み時間などの児童生徒の様子をじっくり観察してみる。

〇 聞き取り 〇 行動観察 〇 諸検査
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〔 心理アセスメント 〕 〔 学力アセスメント 〕

○ 全般的な知的水準の把握
WISC－Ⅲ
田中ビネー

〇 認知的偏り・特徴の把握
WISC-Ⅲ
K-ABC
ITPA など

〇 認知領域別の特徴の把握
フロスティック視知覚検査
ベンダーゲシュタルト検査
絵画語い発達検査
グッドイナフ人物描画検査 など

○ 学力面の特徴の把握
学力検査
チェックリスト
ノート・作品 など

「聞く」領域 ・ 聴写（正確な音の認知）
「話す」領域 ・ 発表（発音，語い，表現等）
「読む」領域 ・ 読書力検査（読みの不得意）

・ 音読（聴覚や視覚認知）
「書く」領域
・ 視写（文字の認知，運筆） ・ 作文（表記，文法，表現等）
「計算する」「推論する」領域
・ 計算（数・量概念，計算） ・ 図形（形の認知，操作）
・ 文章題（論理的な思考）

さまざまな情報を関連させ，総合的に解釈し，支援の方法を探る
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心理検査の紹介

•絵画語い検査

•新版Ｓ-Ｍ社会生活能力検
査

•WISC－Ⅲ・WISC－Ⅳ

•教研式知能検査
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絵画語い検査

• ３歳～１２歳５カ月の基本的な語い
の理解力の発達度を短時間で測定す
る検査

• ことばや知的発達の遅れ，LD（学習
障害）など，特別支援教育を必要とす
る子どもの早期発見と指導に役立つ

• 子どもの発達を測定するための心理
検査バッテリーの基本検査として，また
最初の導入検査としても最適。

9



• 発語がなくても指さしができれば実施
可能。

• ４コマの絵の中から，検査者の言う単語
に最もふさわしい絵を選択させる分かり
やすい手法。

• 理解語いについて，語い年齢を簡単に
算出できる。

• 名詞・動詞カテゴリーなど，どういう言
葉を理解できているかを把握できる検査。

絵画語い検査
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新版Ｓ-Ｍ社会生活能力検査

• Ｓ-Ｍ社会生活能力検査は，乳幼児～中
学生の子どもの普段通りの社会生活能力
（自立と社会参加に必要な生活への適応
能力）を測定する検査。

• 子どもの日常生活をよく知っている大人
（保護者や担任教師など）が回答する。

• 15分程度で簡便に，知的障害や発達障
害などの特徴をもつ子どもたちへの支援
の手掛かりを得ることができる。
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• 質問項目は，発達年齢段階ごとに
分かれていて，合計129の項目で
構成されている

• 回答結果をもとに社会生活年齢
（SA)と社会生活指数（SQ)が算出
できる。

• SAは，それぞれの領域別に求め
ることができる。

• プロフィール欄へ領域別SAをかく
ことで子どもの社会生活能力の特
徴を視覚的に捉えることができる。

新版Ｓ-Ｍ社会生活能力検査
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社会生活能力の測定領域

１ 身辺自立： 衣服の着脱，食事，排泄などの身辺自立に関する能力

２ 移動： 自分の行きたい所へ移動するための能力

３ 作業： 道具の扱いなどの作業遂行に関する能力

４ コミュニケーション： 言葉や文字などによるコミュニケーション能力

５ 集団参加： 社会生活への参加の具合を示す能力

６ 自己統制： 図形や数量の理解・処理といった数学的思考を含んだ

問題解決に向かって思考する能力
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１９５３
日本版WISC

１９７８
日本版WISC-R

１９９８
日本版WISC-Ⅲ

２０１１
日本版WISC-Ⅳ

１９４９
原版WISC

１９７４
原版WISC-R

１９９１
原版WISC-Ⅲ

２００３
原版WISC-Ⅳ

WISCとは・・・

知的能力の機能を分析的な視点からとらえようとウエクスラー
が考案した一連の知能検査の1つ

ウエクスラー児童用知能検査の発展
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言語性と動作性の検査から構成され，
両者のＩＱ の差や下位検査の評価点
のプロフィールなどから，その個人の
知能の構造（個人内差）などを明らか
にできるとともに，言語理解，知覚統合，
注意記憶，処理速度の各郡指数から，
下位検査の落ち込み等の背景を探る
ことができる。

WISC－Ⅲとは
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WISC-Ⅲ知能検査の特徴

• 個別式の知能検査である。

• 全般的な知的発達水準を知ることができる。

• 認知過程の発達的特徴を明らかにし，子どもの支
援の方法を導き出せる。

※ 個人内差に着目でき，個々の「得意な部分」

「不得意な部分」を把握できる。

• 適用年齢は，５歳０か月～１６歳11か月
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WISC-Ⅲの構成（下位検査と群指数）

知 識
類 似
算 数
単 語
理 解
（数 唱）

言語性検査

絵画完成
符 号
絵画配列
積木模様
組 合 せ
（記号探し）
（ 迷 路 ）

動作性検査

言語理解

知覚統合

注意記憶

処理速度

群指数

言語性ＩＱ 動作性ＩＱ全検査ＩＱ
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WISC－ⅢとWISC－Ⅳの違い

•言語性・動作性尺度 → 四つの指標得点

•下位検査が１２から１０へ

• 群指標 → 指標得点

• 言語理解 → 言語理解指標（類似・単語・理解）

• 知覚統合 → 知覚推理指標（積木模様・絵の概念・行列
推理）

• 注意記憶 → ワーキングメモリー（数唱・語音整列）

• 処理速度 → 処理速度指標（符号・記号探し）
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WISC－Ⅳの見方

•全検査IQ： 子どもの総合的なIQを表すもの。（平均を100とし，70以下
は知的障害の可能性がある。）

•言語理解指標：言葉の理解力や思考力，推理力などを表す。

△言葉での指示や説明が理解しづらいなど，会話等の言語コミュニケー

ションに困難がある）

→ 指示は短く切ってシンプルに。指示が伝わったか確認，フォロー。

知覚推理指標：目で見た情報を理解し，考える力を表す。
△図や地図の読み取りが難しいなど，見通しを立てることに困難がある
ことを示す。
→ 視覚情報はシンプルに見せる。活動の目的と工程を明示する。
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• ワーキングメモリー：一般的に情報を記憶・処理する能力を表す。

△特定の対象に注意を向け続けることが難しいなど，耳から入る聴覚情報

の処理に指示を覚えることに困難がある。

△読み書き・計算などの能力にも関連していると言われており，教科学習に

困難を抱えることもある。

→ 注意をこちらに向けて話す，口頭だけでなくメモを使って話す，話すと

きは簡潔にまとめる。読み書き・計算：文章の概要を図解して内容を握し

やすくする。計算過程をリストにして可視化し，見ながら計算を行う。

•処理速度指標：視覚情報を処理する速度を表す。

△視覚情報を素早く処理したり，その情報に基づいた作業を時間内に終

わらせたりすることが難しい。

→ 作業時間の調整やこまめに休憩を取ったり，作業を区切って活動

したりすることで集中力をあげるなどの環境を作る。 22



WISCーⅢ

〇 演習（グループ別）

・検査の実際

・結果の見方・分析
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教研式知能検査

• 子ども一人一人の学習スタイル（本人の得意と
する勉強の仕方など）を把握し，学習指導に役立て
られる検査

• 知能を，認知・記憶・拡散思考・集中思考・評価
の能力面から総合的，分析的に把握できる。

• クラス全体の検査結果を，標準得点の分布や知
能のタイプによって集計し，学級診断コメントを打ち
出す。
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教研式知能検査から支援を探ろう ※ 別紙資料参照
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① 段階的に
② 部分から全体へ
③ 順序性を重視
④ 聴覚的・言語的手がかりを使用
⑤ 時間的・分析的な方法を基本にする

継次処理に強い子の指導

A式知能
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① 全体をふまえる
② 全体から部分へ
③ 関連性を重視
④ 視覚的・運動的手がかりを使用
⑤ 空間的・総合的な方法を基本にする

同時処理に強い子の指導

B式知能
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④
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おわりに・・・

• 検査に際しては，保護者や本人に説明，同意を得てから
実施しましょう。

• 検査は，標準的実施法に基づいて実施しましょう。

• 検査結果の秘密の保持には細心の注意を払いましょう。

検査の必要性を感じた時点で，その子への支援は始まっています。ま
た，検査をする中で，見えてくる力もたくさんあります。検査等を用いた
アセスメントからその子の支援のニーズを探っていきましょう。
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